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Ⅰ. はじめに 

 

近年のデータ処理技術と空間データ基盤整備の発達を背景として，人文地理学・社会学・経済学などの人

文諸科学おいて，ＧＩＳはわが国の現代的な諸事象を空間的側面から分析するツールとして浸透しつつあ

る．考古学における大スケールの集落立地研究や遺構復元研究は別にして，近世や近代などを対象とした

歴史的事象の地域分析へのＧＩＳの応用については，他分野に比してその進捗の遅さが指摘されていたも

のの，史料が豊富に存在する近代に関しては，個々の先駆的な取り組みによって徐々に切り開かれつつ

ある 1）． 

 そのアプローチを二分すれば，一方は地図類をそのデータソースとするラスター指向のアプローチであ

り，もう一方は統計類をそのデータソースとするポリゴン指向のアプローチである．しかしながら，地図類を

データソースとする研究成果は，景観変化に関する研究を中心に着実な蓄積をみているものの 2），統計類

とＧＩＳとを結びつけた歴史的な研究はいまだ僅少な状況にある． 

 この理由の一つとして，戦前期のわが国の市区町村を表現するポリゴンデータの流通量が絶対的に少な

い点を挙げられる．すなわち，近代統計類をＧＩＳ上に表示しようとすれば，その前段階に原資料の吟味，

デジタイジング，そしてデータクリーニングに至るまで，市区町村ポリゴンの構築に関わる煩雑な作業と高

度な技術力が必要とされる場合が多い．もちろん，この作業と平行して，膨大な情報量をもつ近代統計の手

入力によるデジタル化の作業も不可欠であることは言うまでもない．このように，近代統計類のＧＩＳへの応

用には，地図データと統計データに関するデータ構築に煩雑な作業プロセスが必要とされてきた．これら

の点は，近代統計とＧＩＳとを結びつけた歴史的研究の少ない現状を十全に説明するものではないが，少

なくともその要因の一つであると考えられる． 

 第二次世界大戦以前の近代統計は，わが国の近代化の過程を知らせてくれるとともに，ＧＩＳによるその空

間的側面の検討は従来の歴史研究に対して有用な知見を提供する可能性を持つ．溝口（2005）は，ＧＩＳを

用いた歴史研究の方向性として，統計類や地誌などの文字資料のもつ情報の総合による地域間の比較や

相互関係の検討を通じた地域構造史的研究を指摘している．ＧＩＳの持つデータ総合力と地図描画能力とを

生かして，膨大な情報量をもつ近代統計から往時の地域構造を引き出したり，その長期的な変動を検討し

たりする作業は，今後のＧＩＳを用いた歴史的研究の一つのあり方を示すものといえる． 

 以上，近代統計の利用可能性とＧＩＳの活用によるその空間分析の促進という問題意識の下に，筆者らは

デジタル化された近代統計と明治期以降の行政界データとを無償提供する「歴史地域統計データ」をイン

ターネット上に整備・公開してきた 3）．本稿では「歴史地域統計データ」に所収されるデータを用いて作成し

た統計地図の作成方法を概説するとともに，作成した統計地図について解説を加え，「歴史地域統計デー



図１ 「行政界変遷データベース（地図データ）」 

タ」に所収されるデータの利用可能性について検討する．具体的には，「行政界変遷データ（地図デー

タ）」と「共政武表・徴発物件一覧表」とのデータ特性と両者をＧＩＳ上で結合する手法の詳解，そして，両者

の結合により完成した統計地図を数点ピックアップし，各地域的事象の空間的側面を検討することで，「歴

史地域統計データ」に所収されるデータの利用可能性を検討する． 

 

Ⅱ. データ特性と地図化 

1）データ特性 

 本稿で用いたデータは，「行政界変遷データベース（地図データ）」と「共政武表・徴発物件一覧表」の２点

である．以下，両データの特性について詳解する． 

 「行政界変遷データベース（地図データ）」は，2007 年10 月に新たに公開された地図データである（図１）．

本データは「歴史地域統計データ」の開設当初より公開されていた「行政界変遷データベース（表データ）」

を基に作成されている．具体的には，

「行政界変遷データベース（表デー

タ）」と「平成７年 国勢調査町丁・字等

別地図（境域）データ」とをＧＩＳ上で結

合し，年次毎に市区町村名をキーフィ

ールドとして町丁字界をディゾルブす

ることで構築されている 4）． 

 本データベースの特徴は，紙地図で

はなく，既存の地図データの改変によ

り作成されているため，他のデジタル

データとのオーバーレイなど空間分析

が容易な点，そして，単年度の市区町

村界の復元にとどまらず，明治期から現在までの全国の市町村界を年次毎に復元している点にある．ダウ

ンロードデータは年次別に提供され，日本全国の市区町村が同一のファイルに同梱されている 5）．その属

性情報は市区町村名，郡名，県名，そして当該市区町村の成立年と消滅年（合併年）を含む． 

 本データベースは，各種近代統計をはじめとして，市区町村界データの整備されていない時期の統計デ

ータをＧＩＳ上で表示・分析することを目的として作成された．先述したように，わが国に流通する市区町村

界データの多くは，1950 年代から 1960 年代初頭に行なわれた「昭和の大合併」以降の市区町村界を表現

するものである．これ以前の旧市区町村界データは僅少であるばかりか，研究者の関心に合わせて局所的

に作成されるためにデータ自体の汎用性が低く，かつそれが公に共有されることも少なかった 6）．こうした

点から，一貫した編集方針に基づき全国一律に作成された本データベースを公開する意義は大きく，これ

までそのＧＩＳ上での表示・分析の困難であった統計類を利用した研究の進展が期待される． 

 ただし，本データベースで復元される旧市区町村界は 1995 年（平成７）の町丁字界に依存しているため，

それ以前の町丁字界の境界変更に対応していない．つまり，1995 年以前に町丁字界の統合，分割，新設

などの境界変更が行なわれた地域にあっては，必ずしも当時の行政区画を精緻に復元しない場合がある． 



図１ 近代軍事統計に所収される項目の事例（明治24年版）

 例えば，藤田ほか（2006）は，「行政界変遷データベース（表データ）」を応用して「平成12年 国勢調査町

丁・字等別地図（境域）データ」から 1890（明治 23）年の旧市区町村界を復元し，その復元精度を旧版地形

図との重ね合わせによって検討した．その結果，復元された旧市区町村界の位置と境界は，概ね旧版地形

図に記されるものと適合すると評価したうえで，農村部では町丁字界が旧市区町村界を踏襲する傾向にあ

るため，旧市区町村界の復元精度は高いものの，都市部では区画整理などにより町丁字界の変更が頻繁

に行なわれてきたため，復元された旧市区町村界が旧版地形図と一致しないことのある点が指摘されてい

る．すなわち，本データベースもこれと同様の傾向を持つものと考えられ，市区町村の面積や周長などの

正確な数値が要求される作業においては，この点を留意する必要がある． 

 次に「共武政表・徴発物件一覧表」は，陸軍省参謀本部の調査に基づく同名の近代軍事統計7）を収録した

統計データ群である．『共武政表』は 1875 年（明治8）から 1882 年（明治15）にかけて４回，『徴発物件一覧

表』は 1884 年（明治 17）から 1911 年（明治 44）にかけて毎年，ないしは隔年で発行されている．そのうち，

本データに収録されている統計は，明治14年版，明治24年版，明治30年版，明治34年版，明治40年版

の５点である8）．なお，本データの原史料は筑波大学人文社会科学研究科歴史地理学研究室に所蔵される

同書の複製版であり，デジタル化に際して，原史料に掲載される統計項目はほぼすべて収録されているが，

市区町村の幅員（東西・南北）など幾つかの項目は除外されている．また，統計項目中には誤植や誤記と判

断される数値も少なからず存在するが，データベースとしての性格上，基本的には記載数値のままとし，訂

正を加えていない．ただし，数値の記載覧の誤りなど，訂正を加えられるものは適宜処理している． 

 梅村ほか（1983）は，『共武政表』と『徴発物件一覧表』の特徴として，時系列上の連続性，全国をカバーす

る収録形式の統一性，公式統計に含まれない地域データの希少性の３点を指摘している．これらに加えて，

単位地域の細密性と収録項目の網羅性も本統計の特徴である．まず，郡や県を単位地域とすることの多い

明治期の全国統計にあって，市区町村を単位地域とする近代軍事統計の細密性は際立っている．そして，

近代軍事統計は戦時下における軍用物資の徴発を目的として整備されているため，人口，職業，施設，交

通，農林生産物などの各種地域データを網羅的に収録しており（表１），このような広範なデータを一手に



所収する統計は明治期において数少ない．ゆえに，本統計は，末尾（1962，1967，1987），黒崎（1967，

1970，1974），中西（1994）などをはじめとする歴史地理学や経済史学において基礎的資料として用いられ

てきた． 

2）データの地図化 

 本稿で地図化したデータは，「共政武表・徴発物件一覧表」に所収される「明治 24 年徴発物件一覧表」で

あり，これを表現する地図データとしては，「行政界変遷データベース（地図データ）」の 1890 年版（以下，

「1890年行政界データ」）を用いた．中澤（1985）も指摘するように，「明治24年徴発物件一覧表」は，その収

録項目と単位地域とが近代軍事統計中で最も詳細であり，地域的事象の細かい地域差を考察する点で有

用な統計である．また，地図化の対象地域は，現在まで作業の完成をみている近畿地方以北とした（一部，

島嶼部を除く）．本地域は，社会条件的には東京や大阪をはじめとする大都市から典型的な農山村まで，

自然条件的には大河川の貫流する低地から3000メートル級の山地まで，社会的・自然的にも多様な条件を

持ったわが国の典型的な地域であり，各統計項目の地図化による地域的事象の地域性を読み取りやすい

地域であると考えられる．なお，以下の作業においては，主にESRI社のArcViewを使用し，一部の表デー

タの取り扱いに関しては Microsoft 社の Excel を使用した． 

 地図化作業の過程は以下の通りである．まず，「1890 年行政界データ」と「明治 24 年徴発物件一覧表」に

は，両者ともに地域コードが付与されていない．そこで，「明治 24 年徴発物件一覧表」に記載される県，市

郡，町村毎に３桁，計９桁の地域コードを付与し，これを参考に「1890 年行政界データ」側に同様に地域コ

ードを付与した．そして，地域コードをキーフィールドとして「1890 年行政界データ」を「明治24 年徴発物件

一覧表」をＧＩＳ上で結合させ，両データの整合状況を確認した．その結果，「明治24年徴発物件一覧表」に

記載されている市区町村数と「1890年行政界データ」に記載されている市区町村数とが一致しないことが明

らかになった．この原因を検討した結果，「1890 年行政界データ」に以下の点でデータの不具合が存在す

ることが明らかになった． 

 まず，「1890 年行政界データ」においては，少なからず当時の市区町村界ポリゴンが欠落していた．この

場合は，「1890 年行政界データ」のデータソースである「行政界変遷データベース（表データ）」に溯り，そ

の参考資料を確認により誤記載を修正した．その上で，「平成７年国勢調査小地域集計町丁･字等別地図

（境域）データ」中の当該町丁字ポリゴンをディゾルブし，新しいポリゴンを生成した．そして，この新ポリゴ

ンを「1890 年行政界データ」に改めて付け加えることで，行政界データを修正した．次に，同一県内に同名

の市区町村名が存在する場合，「1890 年行政界データ」内ではそれらがマルチパートポリゴンとして認識さ

れており，同一の市区町村として処理されていた．これについては，ＧＩＳ上でマルチパートポリゴンを解除

し，それぞれのポリゴンに再度地域コードを付与することで対応した．両データが完全に整合するまで，以

上の補正作業を数回繰り返した． 

 次に，ＧＩＳ上に『明治 24 年徴発物件一覧表』の各データを表示し，その誤植や誤記と考えられる異常値

を確認・修正した．異常値は，ＧＩＳ上で隣接する市町村の平均値に代替する方法を採用したが，異常値の

特定には絶対的な基準が存在しないため，周囲の数値との相互参照による相対的な確認・修正に頼らざる

を得なかった．厳密な修正を求めるのであれば，同様の項目が掲載される他の統計資料を用いた確認作

業を必要とするが，本稿ではこの点について更なる検討を行なっていない． 



図１ 人口密度 

 また，『明治 24 年徴発物件一覧表』中には，複数の町村が「組合村」として収録され，組合村を構成する

個々の町村の値が記載されていない場合がある 9）．これについては，当該ポリゴンをＧＩＳ上で複数選択し，

これらをマージすることで対応した． 

 以上の作業を数回繰り返し，「1890 年行政界データ」と『明治 24 年徴発物件一覧表』との完全な整合と数

値の修正を確認した．その上で，収録される全項目を地図化し，ＪＰＧ形式に各統計地図をエクスポートし

た． 

 なお，配布時点での「1890 年行政界データ」の投影法は地理座標系（世界測地系）であるが，地図化に際

してこれをＵＴＭ座標系（日本測地系）に変換した．ＵＴＭ座標系は，地方や国レベルの地図を投影する場

合に普遍的に用いられ，本稿のように大スケールの地図を表示するのに適している．ＵＴＭ座標系におい

ては，対象地域は 53 系と 54 系のゾーンにまたがっており，ここでは対象地域の大部分が含まれる 54 系を

選択した．また，地図化に際しては，膨大なデータを小さな区画の地図で表現するため，従来の地図表現

では不適切とされている絶対量をコロプレスマップで表示したものがある． 

 

Ⅲ. 統計地図の作成 

1）人口・職業 

 図２は人口密度を表したものである．全市区町村の平

均は 696.7 人/k ㎡であり，標準偏差は 22658.9 人/k ㎡

である．人口密度の高い市区町村が連続して面的な広

がりを見せている地域は，東京区部を中心とする関東平

野周辺，名古屋市を中心とする濃尾平野周辺，大阪市

を中心とする大阪平野周辺の３地域であり，人口密度が

1001 人/k ㎡以上の都市的な性格を持つ市区町村の多

くがこの３地域に集中する．特に，他の地域に比して平

坦部が多く，居住に適していると考えられる関東地方に

おいては，人口密度1001 人以上の市区町村が点在し，

その間隙に人口密度500 人以上・1000 人未満の市区町

村が連坦しているため，結果として人口密度の高い地

域が稠密に広がっている．なお，人口密度の高い上位３

市区町村は，東京市日本橋区，同神田区，そして同京

橋区であり，このことからも当時の東京区部が他の市区

町村とは異質な地域であったことを伺える． 

 これら３地域以外では，新潟平野などに人口密度の高

い市区町村の広がりを確認できるものの，概ね各県の

県庁やその他の地方中心都市の位置する海岸平野や

街道筋の内陸盆地において局所的な広がりを見せるに

過ぎない．山間部においては一様に人口密度が低い． 



図３ 男女比 図４ 一戸あたりの厩数 
 次に図３は，市区町村毎の男女比（男子数/女子数）を示したものである．全市区町村の平均は 1.1 であり，

標準偏差は 10.1 である．全国的に男性数の方がやや多い．その地域的パターンは，人口密度ほどに鮮や

かな地域差を見せてはいないものの，人口密度の高い地域，すなわち都市部において男子人口が少ない

傾向にある．一方，人口密度の低い地域，すなわち農村部や山間部では男子人口が多い傾向にあり，こ傾

向は東北地方や関東地方北部，長野・岐阜両県において顕著である．なお，男女比の高い市区町村には，

群馬県足尾村（1.4）などの鉱山が立地する地域が含まれているように，この点から当時の男女比は地域経

済とも密接に関連していたことが伺える． 

2）施設 

 図４は一戸あたりの厩数を表したものである．本統計における厩は，主に馬を飼養するための施設である．

その平均は 0.29 であり，おおよそ１戸に１軒の割合で厩を保有している．一戸あたりの厩数の多い上位５市

区町村を列挙すれば，和歌山県湯浅村，福島県庭塚村，東京府桧原村，富山県野積村，岩手県刈屋村の

順になる．厩密度の高い地域は東北地方に集中しており，青森県，秋田県，岩手県，宮城県，福島県東部

の各市区町村において厩の密度が高い傾向にある． 

 そして，この傾向は，一戸あたりの厩留馬数の分布においてより鮮明になる（図５）．すなわち，その上位

15 市区町村まで，岩手県浄法村，福島県永戸組合村，青森県浦野館村，岩手県雫石組合村，福島県赤井



図５ 一戸あたりの厩留馬数 図６ 一戸あたりの水車場数 

村をはじめとする東北地方の諸市区町村が占めているように，岩手県を中心とする東北地方と他の地方と

のコントラストが鮮明である．これらの市区町村は後に見る馬頭数の多い市区町村の分布とほぼ一致してい

る． 

 一方，栃木県や岐阜県などの諸県において一戸あたりの厩数と厩留馬数とが異常に低く，かつ両者とも

に存在しない市町村が目立つ．周囲の状況から見ても，これらの地域における厩数と厩留馬数とが当時の

実情を表しているかどうかは疑問の余地がある．このように各項目間で県単位に大きな数値上の差異が存

在する点は，厩と厩留馬数以外の各地図おいても確認される．この点は本地図のデータソースである「明

治24 年徴発物件一覧表」をはじめとする近代軍事統計の一つの資料的限界を示唆するものといえよう． 

 次に，図６は一戸あたりの水車場数を表したものである．本統計における水車場は米搗水車を採録したも

のであり，工業用の水車場は採録されていない．その平均は 0.01 であり，先にみた厩と比べても一戸あた

りの数はかなり低い．この点から，水車場は各戸が個々に所有・利用していたものではなく，数戸または大

字単位などで共同的に所有・利用されていた傾向が伺える． 

 地図上で最も黒く塗られる最上位層には，郡上郡弓掛村，山梨県藤野木村，静岡県白糸村などをはじめ



図７ 一戸あたりの日本艀漁数 図８ 一戸あたりの牛頭数 

として山間地に位置する市区町村が多い．その地域的分布を見れば，茨城県北部，栃木県，群馬県，長野

県，山梨県などの関東地方外縁部に位置する地域と岩手県南部から宮城県北部にまたがる地域に水車密

度の高い地域が集中している．これらの地域は扇状地や山地の裾野が連続する地域とほぼ一致しており，

水車場の立地に適した適度な傾斜の得られる地域に水車場の密度が高くなる傾向にある．水車場が地域

の景観から消えて久しいが，その立地と地形との関係を考察することは，人間活動と自然の関係を考察す

る上で，興味深い事例を提供すると考えられる． 

3）交通 

 次に，交通に関わる諸項目の地図を概観する．図７に一戸あたりの日本艀漁数を示した．日本艀漁とは，

倉庫船，水田耕作用船，水災予備用船，漁船などを含む小型船舶の総称である．その平均は 0.17，標準偏

差は 0.25 である．最も色の濃い市区町村は海岸部に断続的に分布する．一方，その上位市区町村には大

阪府稗島村，岐阜県外浜村，同内記村，千葉県新島村などの内陸部や大河川河口部の各市区町村が含ま

れている．これを示すように，その分布は海岸部だけではなく，利根川，江戸川，淀川，木曽三川などの大

河川をはじめとする大中の河川沿いに線状をなして内陸部へ貫入している． 

 鉄道の東海道本線（新橋～神戸駅）の開通が 1889（明治 22）年であり，その３年後の 1892（明治 25）年に



図９ 一戸あたりの馬頭数 図10 牛馬比率 

は鉄道整備予定路線を定めた「鉄道敷設法」が公布されている．これ以降，内陸輸送の主役は徐々に鉄道

へと変化していく．すなわち，図７の時期がこれらと重なる 1890（明治 23）年であることを考慮すれば，本図

は内陸交通としての船舶が最も隆盛をみせていた時代の１コマを切り取ったものともいえる．網状に内陸部

へ伸びる船舶密度の分布状況から，船舶が当時の内陸交通の手段として重要な位置を占めていたのを読

み取れよう． 

 図８に一戸あたりの牛頭数，図９に同馬頭数，そして図 10 に各市町村の牛馬頭数比を示した 10）．従来の

研究成果においては，牛馬利用の東西差が指摘されており 11），これらの図はこれを如実に示すものといえ

る．すなわち，牛頭数の密度は近畿以西に高く，中部以東では低い．一方の馬頭数の密度は中部以東で

高く，近畿以西では低い．そして，牛馬頭数の比率の分布から，牛馬密度の境界は岐阜県と滋賀県との境

界付近にあると読み取れよう． 

 ただし，こうした牛馬分布の傾向は，大スケールに見た場合には当てはまるものの，地方レベルでその詳

細を検討すると，必ずしも適合しない市区町村が存在する．例えば，図８には東北地方，特に旧南部領を

中心として一戸あたりの牛頭数が極めて高い市区町村が分布する．これらの地域は「牛飼養地域」とされる

近畿以西の各市町村に比べて，むしろその牛頭数密度が高い．このような地域は東北地方以外でも確認さ



図11 一戸あたりの玄米生産量 図12 一戸あたりの大麦生産量 

れ，千葉県南部，伊豆半島，佐渡などの牛頭数密度は近畿以西の各市区町村と同様の値をしめしている．

この点は図９でも同様であり，中部以東の各市区町村の馬密度は一様に高いわけではなく，馬密度の高い

地域は山間部に集中する傾向にある． 

4）農業 

 図 11 から図 14 はそれぞれ主幹穀物の一戸あたりの生産量を示したものである．最も値の高い穀物は玄

米であり，その値は 7.6 石である．玄米以下は大麦（1.4 石），小麦（0.49 石），裸麦（0.45 石）と続くように，玄

米が他の穀物と比べて突出して高い値をしめす．また，その生産量の多寡は別にして，その分布は低地か

ら山間部まで全国的に広がっている．これらから，庶民の日常的な食糧として，または交換価値をもった財

産としての玄米の重要性の高さが伺える． 

 一戸あたりの玄米生産量の高い市区町村は，新潟県・富山県・福井県・石川県の北陸各県に多い．上位３

市区町村は新潟県五千石村，富山県下村，新潟県新貝村であり，これ以下には，北陸地方や東北地方日

本海側に位置する各市区町村が続く．全国的に生産される玄米と比較して，大麦・小麦・裸麦の各穀物の生

産量分布には，その地域性が読み取れる．大麦の生産量の高い上位市区町村を見ると，群馬県利南村，

同長野村，埼玉県三室村などの北関東を中心とする市区町村が並び，これを裏付けるように生産量の高い



図13 一戸あたりの小麦生産量 図14 一戸あたりの裸麦生産量 

市区町村の分布は北関東に集中する．また，これらの市区町村は乏水地上に位置するということもあり，玄

米よりも大麦の生産量が高い傾向にある．この点は麦作が米に代替する，または同等の価値をもって行な

われていたのを示唆するものといえよう． 

 小麦と裸麦の分布も，大麦と同様の傾向を持つといえる．すなわち，小麦の生産量の高い市区町村は北

関東に疎らに分布し，裸麦に関しては近畿以西にこれを生産する市区町村が普遍的に分布するものの，そ

の生産量の高い地域は前２者と同様に，関東地方に分布している． 

 

Ⅳ. おわりに 

 

 以上，「歴史地域統計データ」に所収されるデータを用いて，統計地図を作成する手法，そして作成され

た各統計地図に解説を加えた．最後に，データの地図化やその解釈から指摘できる「歴史地域統計デー

タ」の利用可能性を指摘し，本稿を閉じたい． 

 「行政界変遷データベース（地図データ）」は，信頼性の高い既存の行政界データより作成されているた



め，ＧＩＳ上での表示や属性結合などの基本的な操作に関しては，なんら問題はない．そして，データ操作

の結果として得られた各統計地図は，決して新しい知見をもたらすものではないものの，従前の関連研究

の知見を踏まえても解釈可能なものである．この点は，「歴史地域統計データ」に所収される各データがＧＩ

Ｓを用いた歴史研究に寄与する可能性を示すものといえよう．また，事前にデジタル化されたデータが提

供されることによって，データ作成に関する作業量は大幅に軽減されている．この点では，行政界データと

統計データともにその整備・公開目的を達成しているといえる．しかしながら，本データと統計データを結

合し，これをＧＩＳ上で表示・分析する過程には，新たなデータの付与やデータ自体の修正・補正作業が必

要とされている．このことは「歴史地域統計データ」に提供される各データにおいても，同様の作業を必要と

する可能性を示唆するものといえる． 

 以上，「歴史地域統計データ」に提供されるデータの利用可能性は高いものの，そのＧＩＳ上での利用に

ついては，いくつかの課題が残されている．しかしながら，多少の修正をもって利用可能な行政界データ

の無償公開は，近代統計のＧＩＳ上での表示・分析を可能としたという点で，その利用性は高く，近代統計と

ＧＩＳとを結びつけた歴史的研究の深化に資すると考えられる．多くの利用者に「歴史地域統計データ」が活

用され，その協業により信頼性の高いデータが構築されることを期待したい． 

 

 

注 

 

1）近年のＧＩＳを用いた歴史的事象の研究動向

については，宇野編（2005）が参考となる． 

2）人文地理学に関係する成果を挙げれば，小

池・荒井（2000）や Sprague et al.（2007），そし

て矢野ほか編（2007）をはじめとする「バーチ

ャル京都」に関する研究もこれに属するもの

であろう 

3 ） 「 歴史地域統計デ ー タ 」 公開 URL ：

http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/teacher/mura

yama/datalist.htm 

4）「行政界変遷データベース（地図データ）」の

構築手法は，上江洲ほか（2006）に詳しい．

また，「歴史地域統計データ」に所収される

各データの概要については，村山・渡邉

（2007）を参照されたい． 

5）本データベースのダウンロードは「行政区画

変遷 WebＧＩＳ」の機能の一部として実装され

て い る ． 公 開 Ｕ Ｒ Ｌ ：

http://giswin.geo.tsukuba.ac.jp/teacher/mura

yama/boundary/ 

6）この点で例外的なのは，埼玉大学の谷謙二

氏によるフリーＧＩＳソフト「MANDARA」に付

属する地図ファイル「日本市町村.mpf」と「大

正昭和南関東.mpf」である．前者は1960年以

降（一部1955年）の市区町村界を，後者は南

関東に限るものの，1920 年から 1955 年まで

の市町村界をそれぞれ所収している．「地理

情報分析システム MANDARA」公開 URL：

http://www5c.biglobe.ne.jp/%7Emandara/inde

x.html 

7）近代軍事統計の政策的背景や収録項目・単

位地域の変化については，今津（1979）と中

澤（1985）による解題，そして梅村ほか

（1983）による詳解が参考となる． 

8）明治14年版の調査年月日は同年の1月1日，

明治24 年以降は前年の 12 月31 日である．



なお，これらの近代軍事統計の正確な名称

は，明治 30 年版までのものが『徴発物件一

覧表』であり，それ以降のものは『徴発物件

表』または『陸軍徴発物件要覧』である． 

9）連合村とは，近隣数カ村が連合して戸長と役

場を共同設置し，各村から代表議員を選ん

で村会を構成する当時の地方行政機構であ

る．『明治24年徴発物件一覧表』中には連合

村を構成している各町村の個別の数値は記

載されておらず，それらを総計した値が「○

○連合」または「○○組合」として記載されて

いる． 

10）馬頭数は，乗馬牡，乗馬牝，乗馬不牡，乗

馬不牝，駕馬合牡，駕馬合牝，駕馬不牡，駕

馬不牝，駄馬合牡，駄馬合牝，駄馬不牡，駄

馬不牝，耕馬合牡，耕馬合牝，耕馬不牡，耕

馬不牝の総計である． 

11）例えば，Ishida（1962），黒崎（1967），中西

（1994）など． 
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